
第2回みんなで楽しむコンサート

実績報告

令和６年２月２０日



１ 事業目的

本事業は、市民会館開館準備事業の一環として実施しており、障がいがある方を含む

様々な特性の方や多様な立場の人が文化芸術を介して互いを理解し、関係性がつくられる

ことにより、人々の間にある社会的障壁をなくし、共生社会が実現されることを目指して

行う取組である。

事業の初期段階として、まずは、障がいがある方も障がいがない方もともに鑑賞できる

「みんなで楽しむコンサート」を実施し、同じ空間で体験を共有することで、互いを理解

するきっかけづくりを行っている。現在の社会において、障がいがある方が舞台芸術を鑑

賞しやすいように配慮された公演は少なく、当人やその家族は心理的、身体的に会場へ足

を運びづらいと感じている場合が多い。そういった方々が来場および鑑賞できるように配

慮したコンサートを開催することで、普段コンサートへ行きづらさを感じている方をはじ

め、多様な方が来場し、ともに安心して楽しむことのできる場を提供する。



２ 事業概要

日 時：令和６年２月１０日（土）１４：００～１５：００

場 所：丸亀市猪熊弦一郎現代美術館

２階ミュージアムホール

（丸亀市浜町８０番地１）

対 象：概ね中学生以上

定 員：８０名程度

出 演 者：梶谷 祐子（もみの木音楽舎）、 村川 陽子、十河 りつ子

企画構成：もみの木音楽舎

そ の 他：入場料無料、予約制、全席自由

３ 来場者

８４名（うち車いすの方６名）



４ 事業実施

（１）取り組み

前回は、「障がいのある方とその家族および障害福祉施設職員」を対象とした公演を行っ

た。前回の公演を踏まえて、障がいのある方やその関係者だけでなく、より多くの方が同じ

空間で鑑賞を楽しめることが期待できたため、今回は、「概ね中学生以上」を対象に公演を

実施した。１２月上旬から早めに周知したことや広範囲へ周知したことにより、当日は定員

以上の来場者数となり、様々な特性および世代の方が来場した。今回のコンサートにおいて、

出演者やスタッフは、前回に比べ、より多くの方に楽しんでもらえるようなプログラム内容

と進行、様々な事態を想定した鑑賞環境の配慮やスタッフの対応をさらに綿密に考え、実践

した。



（２）プログラム作成と進行（出演者記述）

・プログラム全体を通して、お客様がリラックスした状態かつ適度な集中力を保ち、疲れ

ずに最後まで楽しめるように、プログラム構成にあたっては、楽曲の調性、長さ、テンポ、

ジャンル、使用する楽器とその音質、歌と器楽のバランス、演奏順序などについてよく検

討し、さらにお客様がどなたも負担なく楽しみながら参加できるアクティビティを適宜に

はさみ、音楽療法的な視点をもって構成した。

・音楽鑑賞に常日頃から親しんでいる方にも、これまでほとんど音楽鑑賞の経験のない方

にも、年齢差や障害の有無にも関わらずどなたにも、耳馴染みがよく、聴きごたえを感じ

ていただけることをめざした楽曲選択と演奏を行った。

・当日の進行においては、会場内のすべてのお客様に注意を向けつつ、演奏の合間に語り

かけ、お客様が楽しくアクティビティに参加できるように、スタッフ全員で連携して支援

できることを心掛けた。



（３）鑑賞の環境について

～前回（第1回）と同様に行った配慮～

・公演中は入退場を自由とし、カームダウン室を準備するなど、疲れたらいつでも休憩でき

るようにした。

・車いす席を12席用意し、車いすを利用する方が鑑賞しやすい環境を整えた。

・来場者の丁寧な案内や公演中に来場者の様子を確認できるよう会場にスタッフを8名配置

し、丁寧なサポートを行った。

～第2回で新たに配慮したこと～

・来場者が安心して鑑賞できるよう、公演の概要や施設案内などを分かりやすく掲載したガ

イドブックを作成、配布した。

・鑑賞にあたって不安に感じていることや不明なことなどを事前に相談できるように、メー

ルでの相談窓口を設けた。

・聴覚障がいのある方や言葉が理解しにくい方に対応できるように、受付で筆談対応ができ

る仕組みを整えた。



・公演





６ アンケート結果

来場者にアンケートを実施し、52名の回答が得られた。

Q1



Q2



Q3



Q4



Q5



「来場したい」と思った理由











「来場したいが難しい」と思った理由

（県外のため来場が難しい）



Q6 本公演で楽しかった曲・好きな曲（34件回答）











Q7 次回演奏してほしい曲（18件回答）





Q8



配慮が足りないとと感じた部分やその理由



Q9 今後、鑑賞してみたい公演や開催してほしいイベント（9件回答）



Q10 本公演についての感想や要望（25件回答）





７ 成果と課題

・アンケートで「日常的にコンサートを鑑賞する機会はありますか」という質問に対し、
「めったに鑑賞しない」28.6％「鑑賞したことがない」14.3％の回答となっており、普段コ
ンサートに来られない方やコンサートからは縁遠い方にも来場いただけた。

・アンケートで「次回このようなコンサートがあった場合は来場したいと思いますか」とい
う質問に対し、「来場したい」と回答した方が93.6％であり、理由としては、「プログラム
の内容がよかったから」「様々な人が楽しんで参加できたから」などがあった。障がいのあ
る方をはじめ、様々な方が鑑賞を楽しめるようなプログラムの内容や進行および来場時、鑑
賞時におけるスタッフの配慮を丁寧に想定できていたことが、このような成果につながった
と考える。
一方で、前回のコンサートでのアンケートは、「次回も来場したい」と回答した方が100％

（28人）だったが、今回の参加者のうち、前回も参加した方は6％（3人）であった。しかし、
今回は定員を超える来場者であり、ほとんどが初めての来場であったことから、「概ね中学
生以上を対象」という条件を外したコンサートや、子ども向けのコンサートなどにもニーズ
があると考えられる。



・本公演での配慮が足りなかったこととして、終演予定時間を大幅に過ぎていたという意見が
あった。打合せやリハーサル時にスタッフと出演者による細かな時間の確認等を行う必要がある。
また、事前に公演時間が延びる可能性があることを周知しておくことが大切である。

・今回は、視覚障がいのある方はいなかったが、プログラムやアンケートの音声ガイドも準備し
ておく必要があった。今後事業を実施する際には、今回出た課題を踏まえて来場者への配慮等を
ブラッシュアップしていきたい。


